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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• マニュアルに関するフィードバック , vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, vii ページ

対象読者
本書は、Cisco Nexusデバイスの設定と保守を行う、経験豊富なネットワーク管理者を対象として
います。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

角カッコで囲まれているものは、省略可能な要素（キーワードま

たは引数）です。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は Really Simple Syndication（RSS）フィードとして
購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配

信されるように設定することもできます。 RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、
RSSバージョン 2.0をサポートしています。
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第 1 章

検証済みスケーラビリティ

このマニュアルの構成は、次のとおりです。

• 検証済みスケーラビリティの概要, 1 ページ

• レイヤ 2スイッチング展開の検証済みスケーラビリティ, 2 ページ

• レイヤ 2スイッチングおよびレイヤ 3ルーティング展開の検証済みスケーラビリティ, 3
ページ

• レイヤ 2スイッチングおよびユニファイドファブリック（FCoE）展開の検証済みスケーラ
ビリティ, 5 ページ

• マルチキャストルーティングの検証済みスケーラビリティ, 8 ページ

• ユニキャストルーティングの検証済みスケーラビリティ, 8 ページ

• レイヤ 2スイッチングおよび仮想化（Adapter-FEXまたは VM-FEX）展開の検証済みスケー
ラビリティ, 9 ページ

検証済みスケーラビリティの概要
このマニュアルでは、シスコが検証したスケーラビリティの制限値を示します。

次の表では、リストされた機能すべてを同時にイネーブルにした状態での検証済みスケーリング

能力を「検証済みトポロジ」列に示します。ここに示した数値は、ほとんどの顧客のトポロジで

使用される数値を上回っています。ここに示したスケール数値は、各機能を単独で見た場合の検

証済みの最大値ではありません。

「検証済み最大値」列には、対応する機能について個別にテストされた場合の最大スケーリング

能力を示します。この数値は、対応する機能に対してその Cisco NX-OSリリースのソフトウェア
が現在サポートしている絶対最大値です。ハードウェアがより大きなスケーリングに対応してい

る場合、今後のソフトウェアリリースでは、この検証済み最大制限値が増大する可能性がありま

す。
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レイヤ 2 スイッチング展開の検証済みスケーラビリティ
次の表に、レイヤ 2スイッチング展開の検証済みスケーラビリティを示します。

表 1：レイヤ 2 スイッチング展開の検証済みスケーラビリティ

検証済み最大値検証済みトポロジ機能

4,013（31は VSAN用に予約され、残
りは VLAN用）

1,000スイッチあたりのアク

ティブ VLAN/VSAN

未予約領域 4,013未予約領域 4,013VLAN/VSAN IDス
ペース

32,00016,000
2

論理インターフェイス

1

1,024（すべての VACLで 62個の一意
の VACLと最大 2,048個の ACEエント
リ）

128（10個の一意の VACL）スイッチあたりの

VLAN ACL（VACL）

1616EtherChannelあたりの
メンバインターフェイ

ス

4,000（FEX展開の場合）

8,000（非 FEX展開の場合）

4,000（FEX展開の場合）

8,000（非 FEX展開の場合）

IGMPスヌーピンググ
ループ

2424Cisco Nexus 5500シ
リーズスイッチあたり

の FEXの最大数

2424vPC Cisco Nexus 5500
シリーズスイッチペ

アにデュアルホーム接

続された FEXの最大
数

32,000エントリ25,000ユニキャストエントリ

4,000マルチキャストエントリ

MACテーブルサイズ

Cisco Nexus 5548または Nexus 5548UP
スイッチの場合は 48

Cisco Nexus 5596スイッチの場合 96

Cisco Nexus 5548または Nexus
5548UPスイッチの場合は 48

スイッチポート

EtherChannelの数
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検証済み最大値検証済みトポロジ機能

1152576FEXポートチャネル
の数/vPC（FEXの最大
数を超過）

2562SVI

4,0001,0003FabricPath VLAN

128128FabricPathスイッチ ID

22FabricPathマルチキャ
ストツリー

11FabricPathトポロジの
数

16それぞれ 4個のポートを備えた
4個のコアリンク

FabricPathコアポート
チャネルの数

32ACLアカウンティング

1
論理インターフェイスは、ポート数と VLANの数を掛け合わせたものです。このパラメータはポートプログラミング処理の負荷を反映し、
スパニングツリーモードまたは設定に依存しません。

2 Cisco Nexus 5548スイッチの場合、非エッジ制限はありません。
3 FabricPath VLANはユニファイドファブリックトポロジで検証されます

レイヤ 2 スイッチングおよびレイヤ 3 ルーティング展開
の検証済みスケーラビリティ

次の表に、レイヤ 2スイッチングおよびレイヤ 3ルーティング展開の検証済みスケーラビリティ
を示します。

現在テストされた値はコントロールプレーンの最大の拡張性を表すものではありません。こ

れらの数値は、ルーティングプロトコル、タイマー設定、およびその他の値に応じたシステ

ムの負荷によって異なります。コンセプトテストの結果は、ご使用の環境での特定機能のス

ケーラビリティを決定するために使用する必要があります。

（注）
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表 2：レイヤ 2 スイッチングおよびレイヤ 3 ルーティング展開の検証済みスケーラビリティ

上限検証済みトポロジ機能

4,013（31は VSAN
用に予約され、残り

は VLAN用）

1,000スイッチあたりのアクティブ VLAN/VSAN

未予約領域 4,013未予約領域 4,013VLAN/VSAN IDスペース

166,000STPインスタンス

1616EtherChannelあたりのメンバインターフェイス

4,000（FEX展開の
場合）

8,000（非 FEX展開
の場合）

4,000（FEX展開の
場合）

8,000（非 FEX展開
の場合）

IGMPスヌーピンググループ

1616Cisco Nexus 5500シリーズスイッチあたりの FEXの
最大数

4

1616vPCスイッチペアにデュアルホーム接続されたFEX
の最大数

5

32,000
6

23,400のユニキャス
トエントリおよび

4000のマルチキャス
トエントリ

MACテーブルサイズ

768470FREXポートチャネルの数/vPC（FEXの最大数を超
過

4つのアクティブ
セッション

TX送信元として 32
の送信元 VLAN

2つのアクティブ
セッション

TX送信元として 32
の送信元 VLAN

SPANセッション

256256SVIの数

Tridentの場合 7,200

Trident+の場合
14,400

7,200ダイナミック IPv4ルート
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上限検証済みトポロジ機能

Tridentの場合 3,600

Trident+の場合 7,200

3,600ダイナミック IPv6ルート

Tridentの場合 4,000

Trident+の場合 8,000

Tridentの場合 1,000

Trident+の場合 2,000

マルチキャスト IPv4ルート
7

Tridentの場合 8,000

Trident+の場合
16,000

Tridentの場合 6,500

Trident+の場合 6,500

ARP（IPv4ホスト）
8

Tridentの場合 4,000

Trident+の場合 8,000

1,600IPv6ホスト

1,00025VRF

62の入力RACL（す
べてのRACLで最大
1,664個のACEエン
トリ）

62の入力RACL（す
べてのRACLで最大
1,664個のACEエン
トリ）

RACL

256256HSRPグループ

256256VRRPグループ

4 FEXは、レイヤ 2トポロジで検証されます。
5 FEXは、レイヤ 2トポロジで検証されます。
6 24,000のエントリがユニキャストMACアドレスに予約され、3,400のエントリが IGMPグループに予約されます。
7
これには、(*,G)エントリ、(S,G)エントリ、および bind-vrfに設定された vPCに必要なエントリが含まれます。 bind-vrfが設定された場合、
各 (*,G)および (S,G)エントリが複製されます。

8
テーブルがサポートできるエントリの最大数は SVIルートエントリと ARPエントリと LPMエントリとの合計。

レイヤ 2 スイッチングおよびユニファイドファブリック
（FCoE）展開の検証済みスケーラビリティ

次の表に、レイヤ 2スイッチングおよびユニファイドファブリック（FCoE）展開の検証済みス
ケーラビリティを示します。
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表 3：レイヤ 2 スイッチングおよびユニファイドファブリック（FCoE）展開の検証済みスケーラビリティ

検証済み最大値検証済みトポロジ機能

4,013（31は VSAN用に予約され、残
りは VLAN用）

4,013スイッチあたりのアク

ティブ VLAN/VSAN

未予約領域 4,013未予約領域 4,013VLAN/VSAN IDス
ペース

32,00032,000
10

論理インターフェイス

9

4,000（FEX展開の場合）

8,000（非 FEX展開の場合）

4,000（FEX展開の場合）

8,000（非 FEX展開の場合）

IGMPスヌーピンググ
ループ

249Cisco Nexus 5500シ
リーズスイッチあたり

の FEXの最大数

2424vPC Cisco Nexus 5500
シリーズスイッチペ

アにデュアルホーム接

続された FEXの最大
数

32,000エントリ23,000ユニキャストエントリ

4,000マルチキャストエントリ
11

MACテーブルサイズ

Cisco Nexus 5548PまたはNexus 5548UP
スイッチの場合 48

Cisco Nexus 5596UPスイッチの場合 96

8スイッチポート

EtherChannelの数

4つのアクティブセッション

TX送信元として 32の送信元 VLAN

2つのアクティブセッション

TX送信元として 32の送信元
VLAN

SPANセッション

768288FEXポートチャネル
の数/vPC（FEXの最大
数を超過）

4,0004000FabricPath VLAN

128128FabricPathスイッチ ID
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検証済み最大値検証済みトポロジ機能

22FabricPathマルチキャ
ストツリー

11FabricPathトポロジの
数

162FabricPathコアリンク
の数

11FabricPathトポロジの
数

162FabricPathコアリンク
の数

Cisco Nexus 5548スイッチの場合 8

Cisco Nexus 5548UPスイッチの場合 48

Cisco Nexus 5596UPスイッチの場合 96

8スイッチあたりのネイ

ティブ FibreChannelリ
ンク

255180NPVポートグループ
あたりの FLOGIまた
は FDISCの数

50032スイッチあたりのゾー

ンセット

8,0001,280物理ファブリックあた

りのゾーンメンバ（す

べてのVSANを含む）

8,000640スイッチあたりのゾー

ン（すべてのVSANを
含む）

127SANファブリックの最
大直径

Cisco Nexus 5548スイッチの場合 256

Cisco Nexus 5548UPスイッチの場合
1,536

Cisco Nexus 5596UPスイッチの場合
3,072

192スイッチあたりの

FSPFインターフェイ
スインスタンス
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検証済み最大値検証済みトポロジ機能

Cisco Nexus 5548スイッチの場合 8

Cisco Nexus 5548UPスイッチの場合 48

Cisco Nexus 5596UPスイッチの場合 96

6スイッチあたりの ISL
インスタンス

288288VFCインターフェイス

2,048576割り当てられた FCID
の最大数

3232ファイバチャネルフ

ロー

9
論理インターフェイスは、ポート数と VLANの数を掛け合わせたものです。このパラメータはポートプログラミング処理の負荷を反映し、
スパニングツリーモードまたは設定に依存しません。

10 Cisco Nexus 5548スイッチの場合、非エッジ制限はありません。
11 24,000のエントリがユニキャストMACアドレスに予約され、3,400のエントリが IGMPグループに予約されます。

マルチキャストルーティングの検証済みスケーラビリ

ティ
次の表に、マルチキャストルーティングの検証済みスケーラビリティを示します。

表 4：マルチキャストルーティングの検証済みスケーラビリティ

検証済み最大値パラメータ機能

500ネイバーの数Protocol Independent Multicast
（PIM）

16/4,000アグレッシブhelloタイマー（5
秒）を含む、システム当たりの

ネイバー数/ルート合計

6,000MSDP Source-Active（SA）
キャッシュエントリの数

Multicast Source Discovery
Protocol（MSDP）

ユニキャストルーティングの検証済みスケーラビリティ
次の表に、ユニキャストルーティングの検証済みスケーラビリティを示します。
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表 5：ユニキャストルーティングの検証済みスケーラビリティ

検証済み最大値パラメータ機能

256アクティブインターフェイス

の数

OSPFv2

256パッシブインターフェイスの

数

16/6,000アグレッシブタイマー（1秒/3
秒）を持つネイバー数/合計ルー
ト数

256アクティブインターフェイス

の数

OSPFv3

256パッシブインターフェイスの

数

50アクティブインターフェイス

の数

EIGRP

256ピアの数（iBGPおよび eBGP、
アクティブ）

BGP

512ASパスエントリの数

10,0001つのプレフィックスリスト内
のプレフィックスリストエン

トリの数

500アグレッシブタイマー（1秒/3
秒）を持つグループ数

HSRP

レイヤ 2 スイッチングおよび仮想化（Adapter-FEX または
VM-FEX）展開の検証済みスケーラビリティ

次の表に、レイヤ 2スイッチングおよび仮想化（Adapter-FEXまたは VM-FEX）展開の検証済み
スケーラビリティを示します。
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表 6：レイヤ 2 スイッチングおよび仮想化（Adapter-FEX または VM-FEX）展開のスケーラビリティ制限値

検証済み最大値検証済みトポロジ機能

4040仮想イーサネットインターフェ

イス上の VFCの数

1,0001,000ポートプロファイル数

それぞれ 10個の vNICを備え
た 5個の VM

それぞれ 10個の vNICを備え
た 5個の VM

VMotionされていない同時の仮
想マシン（VM）の数

2,0002,000VNICのシェーピングがイネー
ブルにされた仮想イーサネット

インターフェイスの数

2,0002,000タグなし CoSがイネーブルに
されている仮想イーサネット

インターフェイスの数

11サーバ：サーバごとのアダプタ

の数

9650サーバ：サーバごとの vNICの
数
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